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労働者が安心して働けるように、
就業時間や休息などについて定めたのが、
労働基準法です。
その前身ともいえるものが、
1916（大正５）年に施行された工場法で、
ここから日本の労働者保護の歴史は始まりました。
工場法施行から100年目に当たる今、
あらためて工場法成立の背景や狙い、
労働者保護の歴史を学び、
その大切さについて考えてみましょう。

工場法施行から100年

特集

今だから学びたい
労働基準法の
成り立ちとその意義
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工
場
法
施
行
百
周
年

「
工
場
法
」は
、
明
治
44（
１
９
１
１
）年

に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
労

働
保
護
立
法
で
す
。
同
法
は
、大
正
５（
１

９
１
６
）年
の
工
場
法
施
行
令
に
よ
っ
て

同
年
９
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
工
場
法
施
行
１
０
０
年
目
に

当
た
り
ま
す
。

工
場
法
は
、
そ
の
後
大
正
12（
１
９
２

３
）年
に
重
要
な
改
正
を
施
さ
れ
る
な
ど

し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
最

も
重
要
な
労
働
保
護
立
法
で
あ
り
ま
し

た
。戦
後
の
改
革
立
法
と
し
て
昭
和
22（
１

９
４
７
）年
に
制
定
さ
れ
た
労
働
基
準
法

の
前
身
と
い
え
ま
す
。
労
働
基
準
法
は
、

そ
の
後
何
度
か
重
要
な
改
正
を
重
ね
て
、

最
低
賃
金
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
と

共
に
一
大
労
働
基
準
法
制
に
発
展
し
て
お

り
ま
す
が
、
工
場
法
は
そ
の
先
駆
的
立
法

と
も
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
場
法
の
概
要

工
場
法
の
適
用
範
囲
は
、
常
時「
15
人
」

（
大
正
12
年
改
正
で「
10
人
」へ
）以
上
を
使

用
す
る
工
場
と
、
事
業
の
性
質
が
危
険
ま

た
は
衛
生
上
有
害
な
一
定
の
工
場
と
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
業
種
に
わ
た

る
事
業
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
事
業
に（
規
模

を
問
わ
ず
）適
用
す
る
、
と
規
定
さ
れ
た
戦

後
の
労
働
基
準
法
に
比
す
れ
ば
、
ご
く
限

定
的
な
適
用
範
囲
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
保
護
の
内
容
も
、
工
場
法
本
則

で
は
、
①
最
低
入
職
年
齢
を
12
歳
と
し
た

う
え
、
②
15
歳
未
満
の
者
お
よ
び「
女
子
」

に
つ
い
て
、最
長
労
働
時
間
を
12
時
間
と
し
、

深
夜
業（
午
後
10
時
か
ら
午
前
４
時
）を
禁

止
し（
例
外
と
長
期
の
適
用
猶
予
あ
り
）、
休

憩
の
基
準（
６
時
間
を
超
え
る
と
き
は
30

分
、
10
時
間
を
超
え
る
と
き
は
１
時
間
）お

よ
び
休
日
の
基
準（
毎
月
２
回
以
上
）を
定

め
、
一
定
の
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
を
制

限
し
、
③
工
場
に
お
け
る
職
工
の
安
全
衛

生
の
た
め
の
行
政
官
庁
の
臨
検
・
命
令
権

と
、
④
職
工
の
業
務
上
の
傷
病
・
死
亡
に
つ

い
て
の
事
業
主
の
定
額
の
扶
助
責
任
を
定

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
施
行
令
に
お
い
て
、

⑤
賃
金
の
通
貨
払
い
や
毎
月
１
回
以
上
支

払
い
の
原
則
、
⑥
常
時
50
人
以
上
使
用
の

工
場
に
お
け
る
就
業
規
則
作
成
・
届
出
義

務（
大
正
12
年
改
正
）な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
工
場
法
は
、
工
場
労
働
に
つ

い
て
、
児
童
・
年
少
者
や
女
子
の
保
護
を

主
要
内
容
と
し
、
職
工
一
般
の
保
護
は
、

安
全
衛
生
の
た
め
の
行
政
監
督
権
限
、
労

災
に
関
す
る
事
業
主
の
扶
助
責
任
、
賃
金

支
払
い
原
則
の
一
部
、
就
業
規
則
作
成
義

務
、
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後

の
労
働
基
準
法
が
、
労
働
者
全
般
に
つ
い

て
８
時
間
労
働
制
、
週
休
制
、
年
次
有
給

休
暇
制
、
賃
金
支
払
い
諸
原
則
、
休
業
手

当
、
等
々
の
国
際
水
準
の
労
働
基
準
を
樹

立
し
た
こ
と
、
年
少
者
・
女
子
に
関
す
る

保
護
内
容
も
充
実
さ
せ
た
こ
と
な
ど
に
比

す
れ
ば
、
初
期
の
過
渡
的
な
労
働
保
護
法

で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
工
場
法
は
、
そ
れ
ま

で
は
国
家
的
な
規
制
が
な
か
っ
た
雇
用
関

係
の
内
容
に
つ
き
、
当
時
特
に
必
要
と
考

え
ら
れ
た
労
働
保
護
を
強
行
的
な
基
準
と

し
て
法
定
し
、
行
政
監
督
の
仕
組
み（
工

場
監
督
官
制
度
）を
樹
立
し
た
最
初
の
法

律
で
あ
り
、
国
家
的
な
労
働
保
護
シ
ス
テ

ム
の
制
度
化
そ
れ
自
体
に
基
本
的
意
義
を

工
場
法
施
行

百
周
年
に
寄
せ
て

工
場
法
が
施
行
さ
れ
た
背
景
や
意
義
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
理
事
長
で
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
菅
野
和
夫
氏
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

菅す

げ

の野
和か

ず

お夫

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
理
事
長

 （
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
学
士
院
会
員
）
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見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
場
法
制
定
ま
で
の 

道
の
り

明
治
政
府
は
、
近
代
国
家
建
設
の
過
程

に
お
い
て
、
英
国
等
先
進
国
に
倣
っ
て

早
々
に
工
場
法
の
制
定
を
め
ざ
し
、
明
治

30（
１
８
９
７
）年
よ
り
帝
国
議
会
へ
の
法

案
提
出
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
後
、
工
場

法
案
を
何
度
か
帝
国
議
会
に
提
出
し
ま
し

た
が
、
経
済
情
勢
、
日
露
戦
争
、
そ
し
て

紡
績
業
界
の
反
対
な
ど
に
よ
り
、
明
治
44

（
１
９
１
１
）年
ま
で
成
就
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
間
、
工
場
法
制
定
に
邁
進
す
る

政
党
も
な
く
、
ま
た
当
時
の
労
働
組
合
の

工
場
法
期
成
運
動
も
強
い
推
進
力
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
鑑
み
る
と
、
工
場

法
が
成
就
し
た
大
き
な
要
因
は
、
政
府
自

身
が
明
治
33（
１
９
０
０
）年
に
大
規
模
な

全
国
的
工
場
調
査
を
実
施
し
て
、
工
場
労

働
の
客
観
的
問
題
状
況
を
世
に
明
ら
か
に

し（
農
商
務
省
商
工
局『
職
工
事
情
』明
治

36
年
）、
ま
た
民
間
の
有
識
者
も
職
工
保

護
の
必
要
性
を
事
実
を
も
っ
て
世
に
訴
え

た
こ
と
が（
た
と
え
ば
、
石
原
修「
衛
生
学

上
よ
り
見
た
る
女
工
の
現
状
」大
正
２
年

国
家
医
学
会
雑
誌
３
２
２
号
）、
世
論
を

動
か
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

女
工
の
結
核
問
題

そ
れ
ら
文
献
が
当
時
の
深
刻
な
社
会
問

題
と
し
て
特
に
訴
え
た
の
は
、
繊
維
業
女

工
が
過
酷
な
工
場
労
働
に
よ
っ
て
結
核
に

侵
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。た
と
え
ば
、

上
記『
職
工
事
情
』は
、
当
時
の
紡
績
業
に

お
け
る
休
憩
が
少
な
く
深
夜
業
を
伴
う
長

時
間
労
働
の
様
相
を
諸
事
例
で
示
し
つ

つ
、「
夜
業
部
に
お
け
る
就
業
は
所
謂
徹

夜
業
な
り
、
即
ち
紡
績
職
工
は
幼
少
者
な

り
と
婦
女
と
を
云
わ
ず
悉
く
徹
夜
業
を
な

す
は
一
般
の
事
実
な
り
と
す
。
…
…
徹
夜

業
の
衛
生
上
有
害
な
る
は
言
を
待
た
ず
是

少
し
く
紡
績
工
場
に
経
験
あ
る
技
術
家
・

医
師
等
の
斉
し
く
唱
道
す
る
所
に
し
て

…
…
紡
績
工
女
中
肺
病
患
者
の
極
め
て
多

数
に
し
て
そ
の
原
因
が
綿
塵
を
呼
吸
す
る

と
徹
夜
業
を
な
す
と
に
あ
る
は
、
亦
工
場

に
経
験
あ
る
者
の
認
め
る
所
な
り
」（
平
仮

名
化
）と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
記
の
石
原
論
文
は
、
上
記
の

明
治
33（
１
９
０
０
）年
調
査
の
結
果（
繊

維
産
業
関
係
）を
分
析
し
、
職
工
名
簿
に

記
載
さ
れ
た
寄
宿
女
工
の
死
亡
率
は
１
０

０
０
人
当
た
り
平
均
８
人
内
外
で
あ
り
、

結
核
性
疾
患
を
原
因
と
す
る
者
が
そ
の
５

割（
肺
結
核
３
割
）で
あ
る
が
、
疾
病
の
ま

ま
解
雇
さ
れ
た
者
が
多
数
あ
り
、
そ
の
約

５
割
が
や
は
り
結
核
性
疾
患
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
工
場
よ
り
の
帰
郷
者
の
う
ち
肺

結
核
の
者
の
割
合
１
０
０
０
人
中
66
名
、

結
核
の
疑
い
あ
る
者
の
割
合
１
０
０
０
人

中
１
９
４
名
で
あ
り
、
疾
病
に
よ
る
帰
郷

者
の
死
亡（
帰
郷
者
１
０
０
０
人
中
24
人
）

の
４
割
は
肺
結
核
、
３
割
は
結
核
の
疑
い

あ
る
疾
患
に
よ
る
、
と
推
計
し
ま
し
た
。

同
論
文
掲
載
雑
誌
の
序
文
は
、「
本
邦
現

在
の
工
人
八
十
万
、
中
五
十
万
は
実
に
女

工
た
り
、
而
て
其
中
約
三
十
万
は
尚
ほ
発

育
期
に
あ
る
未
成
年
の
少
女
た
る
な
り
。

…
本
邦
工
業
の
大
半
は
此
等
可
憐
の
工
女

に
依
て
支
持
せ
ら
る
も
の
と
謂
ふ
も
敢
て

過
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ば
今
之
が

衛
生
状
態
を
検
索
す
る
は
単
に
工
業
経
済

の
根
本
問
題
た
る
の
み
な
ら
ず
、
実
に
亦

人
道
上
、
人
種
衛
生
上
の
大
問
題
な
り
」

（
平
仮
名
化
）と
論
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
工
場
法
は
、
当
時
の
工
場

で
通
常
の
現
象
で
あ
っ
た
女
工
の
深
夜
業

の
禁
止
を
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
、
そ

れ
故
に
法
の
制
定
・
施
行
ま
で
長
い
道
の

り
を
要
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

戦
後
労
働
法
制
に 

通
じ
る
意
義

ひ
る
が
え
っ
て
、
戦
後
の
労
働
基
準
法

を
み
ま
す
と
、
同
法
は
、
労
働
関
係
の
民

主
化
と
い
う
戦
後
改
革
の
潮
流
に
乗
り
、

し
か
も
労
働
組
合
界
の
労
働
保
護
法
制
定

の
強
い
要
求
に
後
押
し
さ
れ
、新
憲
法（
草

案
）の「
労
働
条
件
の
基
準
法
定
」の
理
念

を
も
受
け
て
、
比
較
的
短
期
間
に
制
定
さ

れ
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
法
の
長
く
困

難
な
制
定
過
程
と
は
対
照
的
な
過
程
だ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
基
準

法
の
制
定
過
程
が
、
工
場
法
の
そ
れ
と
同

様
、
社
会
改
革
の
情
熱
に
燃
え
た
関
係
政

府
職
員
の
精
力
的
な
努
力
に
支
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
条
件
の
強
行
的

な
最
低
基
準
を
法
定
し
、
行
政
監
督
に

よ
っ
て
こ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
と
い
う
労
働

保
護
シ
ス
テ
ム
が
、
戦
前
の
工
場
法
に

よ
っ
て
限
定
的
で
は
あ
れ
樹
立
さ
れ
、
運

用
の
経
験
を
積
ん
で
い
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
戦
後
の
労
働
基
準
法
が
一
気
呵
成
に

制
定
で
き
た
か
は
、
一
考
を
要
す
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
、
時
々
の
労
働
関

係
の
問
題
現
象
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
克

服
に
努
め
る
と
い
う
労
働
保
護
立
法
の
使

命
が
懸
命
に
追
求
さ
れ
た
こ
と
も
、
工
場

法
の
現
代
に
通
じ
る
一
つ
の
意
義
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
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